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自治会 活動の主役は「あなた」です



活動の主役は

「　　　 」です。
・・・
あなたあなた

自治会がどんな活動を行っているか知っていますか？
　この質問を20～30代の方に尋ねるとほとんどの方は、花見や運動会、敬老会といった行
事を行う団体という答えが返ってきます。当然ながら活動はそれだけではありません。私た
ちの普段の生活は、いろいろなところで自治会によって支えられています。自治会が行って
いる活動や担っている役割、これからの自治会について紹介します。

　
自
治
会
は
高
齢
者
の
見
守
り
や
子
ど
も

の
安
全
対
策
の
ほ
か
、
道
路
や
河
川
敷
等

の
生
活
環
境
の
整
備
、
夜
道
を
照
ら
す
防

犯
灯
や
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
、
維

持
管
理
な
ど
、
そ
の
地
域
に
住
む
住
民
が

地
域
活
動
等
を
通
じ
て
、
個
人
で
は
解
決

で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、
協

力
し
て
取
り
組
み
、
将
来
に
向
か
っ
て
住

み
よ
い
地
域
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
運
動
会
や
敬
老
会
な
ど
の

ふ
れ
あ
い
交
流
活
動
等
は
、
地
域
で
抱
え

る
課
題
に
対
し
て
、
協
力
し
な
が
ら
課
題

解
決
へ
取
り
組
め
る
よ
う
、
住
民
同
士
の

親
睦
を
深
め
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
行

事
で
す
。

　
近
年
、
わ
た
し
た
ち
の
予
想
を
上
回
る

自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
災
害
対

策
の
基
本
は「
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
」、

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
っ
た「
自
助
」「
共
助
」の
精
神
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、

熊
本
地
震
に
お
い
て
、
多
く
の
方
が
、
近

隣
住
民
同
士
の
助
け
合
い
、
支
え
あ
い
で

救
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
分
一

秒
を
争
う
救
助
を
必
要
と
す
る
大
規
模
自

然
災
害
が
起
こ
っ
て
し
ま
え
ば
、行
政
や
、

自
衛
隊
等
の
組
織
的
な
災
害
救
助
活
動
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に

頼
り
に
な
る
の
は
行
政
で
も
な
く
、
遠
く

に
住
む
親
戚
で
も
な
い
、
同
じ
地
域
に
住

む
「
ご
近
所
さ
ん
」
な
の
で
す
。

　
災
害
へ
の
備
え
や
、
災
害
時
の
助
け
合

い
は
、
日
頃
の
ご
近
所
付
き
合
い
や
自
治

会
活
動
へ
の
参
加
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の

で
す
。

　
刻
々
と
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は

変
化
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
少
子
高
齢
化

の
話
題
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
に
よ
り
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
置
市
が
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
平
成

17
年
５
月
１
日
時
点
で
、
５
万
３
４
２
７

人
で
あ
っ
た
人
口
は
、
平
成
最
後
と
な
る

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
、
人
口
は
４
万

８
１
５
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
14
年
と

い
う
歳
月
の
な
か
で
人
口
は
５
２
７
６
人

減
少
し
て
い
ま
す
。高
齢
化
率
に
つ
い
て
、

65
歳
以
上
が
住
民
の
50
％
を
超
え
る
自
治

会
は
40
自
治
会
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に

10
年
後
に
65
歳
以
上
と
な
る
55
歳
以
上
が

50
％
を
超
え
る
自
治
会
は
85
自
治
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
約
40
年
後
と
な
る
西
暦
二
〇
六
〇
年
に

お
け
る
推
計
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
よ
る

と
、
人
口
は
２
万
９
１
１
３
人
と
な
っ
て

お
り
、
年
代
別
人
口
で
比
較
す
る
と
女
性

の
90
歳
代
の
人
口
が
一
番
多
い
年
代
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
番
少
な
い
世
代
に
つ
い
て

は
０
〜
４
歳
代
と
な
っ
て
お
り
、
市
全
体

の
状
況
と
し
て
、
ま
す
ま
す
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
戦
後
、
人
口
の
増
加
や
右
肩
上
が
り
の

経
済
成
長
に
よ
る
税
収
の
増
加
を
基
に
、

地
域
の
自
治
会
等
で
行
っ
て
い
た
地
域
の

課
題
解
決
は
、
税
金
に
よ
る
対
応
を
行
う

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
少
子
高
齢

化
に
よ
る
人
口
減
少
社
会
が
進
む
と
い
う

こ
と
は
、税
収
が
減
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

税
収
が
少
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
税

金
で
対
応
す
る
案
件
を
選
別
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
少
子
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く

状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
想
像
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
10
年
後
、20
年
後
、30
年
後
。

自
分
だ
け
で
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
大
切
な

子
ど
も
た
ち
が
生
き
る
時
代
は
ど
ん
な
時

代
が
や
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
か
。
　
私
た

ち
は
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
今
後

も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
答
え
は
一

人
で
は
出
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
先
、
少

子
高
齢
化
等
の
影
響
に
よ
り
、
ま
す
ま
す

地
域
に
お
け
る
課
題
の
多
様
化
は
進
ん
で

い
く
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
っ
た
社
会
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
自
治
会
活
動
や

話
し
合
い
に
参
加
す
る
担
い
手
に
つ
い
て

も
同
様
に
多
様
化
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
自
治
会
は
あ
な
た
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。

地
域
に
住
む
仲
間
と
笑
顔
で
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
積
極
的
な
活
動
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

10
年
後
、
20
年
後
、
30
年
後

ど
ん
な
地
域
に
し
た
い
で
す
か
。

も
し
も
大
規
模
な
自
然
災
害
が
、あ
な

た
の
住
む
地
域
で
発
生
し
た
ら･･･

自
治
会
の
行
っ
て
い
る
活
動

日置市内Ｈ17以降の人口推移日置市の2060年の推計人口ピラミッド

001000 1000

国立社会保障・人口問題研究所推計値より
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の維持・管理
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の維持・管理
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伝統行事や地域文化
次代につなぐ

伝統行事や地域文化

祭りで地域住民の親睦と交流祭りで地域住民の親睦と交流

生活環境の整備生活環境の整備

防災訓練で非常時の備え防災訓練で非常時の備え
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行政嘱託員(自治会長)を紹介します!!行政嘱託員(自治会長)を紹介します!!
　自治会のまとめ役である「自治会長」は同時に行政や地区公民館、各種関係団体との連携では中心的な役割りも
務めます。
　市では自治会との連携強化を目的に、ほぼ全員の自治会長を「行政嘱託員」として任命し、市と自治会との連絡
調整役を担っていただいております。また、その責務に対して報酬をお支払いしています。
　住みよい地域づくりには、市民の協力が必要です。自治会活動へ積極的にご参加ください。

平成31年度
(敬称略)

東市来地域

伊集院地域

高山
鉾之原
立和名
荻
北山
上床
田代
梅木
元養母
下養母
麓上
麓下
古市
城之町上
城之町

町田　二朗
鉾之原吉光
立和名清光
米澤　和正
北山　幸廣
馬場口昭浩
野間口俊行
徳重　隆雄
上和田　勉
住吉　仲一
岩下　方義
住吉　　信
西田　忠男
永山　博孝
村原　法文

274-6625
274-9432
274-6587
274-5106
274-1241
274-3928
274-6486
274-6237
274-1335
274-3603
274-2010
274-2644
274-5769
274-4925
298-9388

会長名 電話番号自治会名

上方限
四郎園
下方限
麓東
天神馬場
上之馬場
元町
向江町
中央通
駅前
銀天通
城山
荒瀬
小城
瀬戸内
徳重東
猪鹿倉
清藤
郡上
郡内
宮脇

末永　義弘
田中　和弘
畠中　弘毅
丸田　堅次
上村　修造
重久　實幸
樋口豊三郎
榎園　順吉
橋口　英次
徳留　秋輝
家村　紀弘
宮原　博憲
前田　純正
中面　静雄
上野　義信
東　　廣実
種田　隆一
芝原　八郎
瀬戸山　忍
内　　和成
田畑　信昭

272-2352
273-6196
272-5552
273-5405
272-3857
273-3847
272-5686
080-1706-0512

272-2238
272-2009
273-1650
273-0827
273-1586
272-6273
272-4654
273-2670
273-5340
273-4317
273-0922
273-0738
273-3679

会長名 電話番号自治会名

杉之迫
坂之上下
美山
牧之角
大平
皆田東
皆田西
丸牧
上野東
上野西
向湯田
駅前
中央
元湯
田之湯

川手　親久　
西ノ園純男
桐野　　潤
西　　展孝
脇田　敏秋
鍛治屋隆雄
鐘ヶ江伸一
宮前　正徳
大久保義孝
徳永　和博
湯田平廣利
永野　重光
重信　和夫
福留　　樹
秋嶺　良一

274-1043
274-1690
274-2062
274-0792
274-5192
274-0605
274-3068
274-1730
274-2138
274-4786
274-5632
274-3907
274-0115
274-2222
274-1285

会長名 電話番号自治会名
堀内
上伊作田
元伊作田
中伊作田
柿之迫
江口
川北
平迫比良
赤崎
鈩口
永山
神之川
南神之川

住吉　　徹
池田　昭德
比良　富雄
平松　昭弘
内田　義秀
福山　　誠
小松　俊春
中村　敏明
中間　憲一
後夷　義弘
永山　勝則
山口　有二
肥後　盛和

274-2007
274-0161
274-1419
274-5872
274-1680
274-0065
274-5379
274-4054
274-3998
274-9425
274-0209
274-4104
274-4355

会長名 電話番号自治会名

中福良
平古
郡下
大田上
大田中
大田下
久木野々
飯牟礼下
腰
善福
飯牟礼上
飯牟礼中
古城
恋之原
下土橋
上土橋
中川
竹之山
麦生田
上神殿
中神殿

小平　　修
切原　　勉
太皷　清貴
原之園義隆
松元　　昇
伊集院　勲
徳永　一夫
岡村　　豊
川路　正信
今村　悦男
宮川　善徳
徳永　昭雄
山口　賢志
諏訪田幸一
宇都　敏雄
松尾　徳雄
東　　勝博
馬場園慶二
野崎講一郎
木下潮比兒
新村　正人

273-1388
295-4345
273-1781
273-0133
273-0022
273-1034
273-6490
272-7223
273-6755
272-3245
273-3924
273-6876
272-2145
273-0458
273-2948
273-9900
273-9689
273-9475
273-9911
080-5271-3155

273-2370

会長名 電話番号自治会名
下神殿１区
下神殿２区
下神殿３区
下神殿４区

桑畑
野田
寺脇
朝日ヶ丘
立野
妙円寺１区
妙円寺２区
妙円寺３区
妙円寺５区
妙円寺６区
妙円寺７区
妙円寺８区
妙円寺９区
つつじヶ丘１区

つつじヶ丘2･3区

大窪　義寛
西郷　知美
鮫島　義弘
福山　利郎
山田　　明
今村　壽久
森竹　一昭
田中　敬之
今井　　節
小川　和征
奥村　和隆
永井　秀久
湯淺　幸男
今別府秀美
池田　竜也
平　　美治
迫　　和則
上園　義彦
川口　八洲

273-2033
099-811-0376

273-4533
273-0613
273-3510
273-3427
273-2617
273-3726
272-4973
273-6106
248-7137
273-1134
272-4633
273-0745
080-1794-9840

273-5620
090-8930-5183

273-0280
273-2722

会長名 電話番号自治会名
吹上地域

西本町
東本町
坂元
多宝寺
ふもと
小牧
湯之元
南湯之元
緑ヶ丘
窪田
宮坂
上中之里
下中之里
南宮内
東宮内
西宮内
中津
亀原
花熟里

櫻井　健一
原田　　繁
平峯　正德
泊　　敏行
池上　成也
宮内　健二
岩井田悦雄
池之　睦夫
中村　節子
福元セツ子
山下　和子
坂口　　貴
田中　德藏
平峯　之廣
竹之内　稔
畑野　好美
坂口　文男
永田　正樹
宇田　富裕

296-2652
090-7925-5247

296-5433
296-3722
296-3713
296-3312
296-2917
296-5439
296-2235
296-2414
296-5592
296-4368
296-4335
296-4687
296-3627
296-2869
296-5908
296-4865
296-5857

会長名 電話番号自治会名
小野浜
小野馬場
小野
下田尻
中田尻
上田尻
芋野
野首
下与倉
藤元
赤仁田
上与倉
田之尻
今観龍
平鹿倉
日添
苙口
瀬谷
助代

田﨑　秀典
長野　　章
東　由紀夫
安藤　清美
畠中　信一
谷村　耕一
堀之内美智子

本山　孝行
大園　　浩
吉留　義雄
本山　　誠
窪田　和洋
久保　勝明
遠矢　静夫
下野　孝次
東　　信行
東　　建次
榊　　幸治
坂口　正視

296-4590
296-5384
296-2908
296-5157
296-4626
296-3405
296-5757
296-3687
296-3367
296-5745
296-6049
296-5662
296-6039
296-6020
296-3143
296-6025
296-5970
296-2683
296-2197

会長名 電話番号自治会名
上和田
中和田
下和田
苙岡
入来
西原
入来浜
今田
小永吉
草田原
下草田
浜田
川中
新川原
永吉中央
永吉東
印口
坊野

宇治野政弘
栫井　廣志
下野　和博
松下　光一
東　　芳男
安田　信夫
上野　　勉
福元　茂樹
中村　靖夫
井前　輝己
穂満　幸男
吉留　秀喜
恒吉　英治
川口　俊秋
岩元　清則
山口　律夫
印口　和雄
坊野　耕二

296-4256
296-3245
296-4976
296-6784
296-4801
296-2387
296-3255
296-3126
296-3951
297-2101
297-2828
299-3012
297-2514
297-2834
297-2691
297-2882
299-3332
297-2889

会長名 電話番号自治会名

日吉地域

二潟
山田
日新
熊野
西郷
日置麓

潟山　義清
畠中　明雄
平野　秀夫
中原　章登
財部　孝義
黒石　久美

090-4410-4451

292-3296
292-2977
292-3074
292-4529
292-5105

会長名 電話番号自治会名
帆之港
八幡
柿の谷
諏訪
草見
笠ヶ野

満尾　修一
前田　義治
加藤　健一
大樂　明男
田中　　馨
下笠　寛秋

292-5043
292-4715
292-3428
292-5019
292-3050
292-3878

会長名 電話番号自治会名
毘沙門
草原
北区
中区
南区
扇尾

中島　和之
遠矢　克久
早川　良行
坂口　　正
上内　修一
諸正　秀雄

080-2483-5563

292-5053
292-2177
292-4660
292-2230
292-4768

会長名 電話番号自治会名

　自治会での自治活動を推進しようと、各地域には自治会

長連絡協議会が組織されています。年に 6 回、自治会活動

に関する研修会を開き、活動や組織づくり、市政など、直面

する課題の協議や、情報交換を行っています。

　また、地域連絡協議会の相互調整を行いながら、市との

連携を図る日置市自治会長連絡協議会を組織しています。
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ンヤーオーの櫓拍子とともに模型船を送り渡す「船
こぎ祭」が吹上町田尻の船木神社でありました。境内

に集まった人の輪のなかを、神殿から出された船が次々に
手渡されます。受け取った船を「エンヤーオー」の掛け声とと
もに３回まわして隣の人へ。13隻の模型船が人の輪を一周
すると、また神殿へと納められていきました。海から離れた
田園地帯で行われるこの不思議な祭り。祭神である猿田彦
命が大汝牟遅命を無事に船で送り届けたことに由来すると
も言われています。なかには約 230年前に作られたとされる
模型船もあり、深い歴史を感じさせる伝統行事です。暖かい
日差しに恵まれたこの日は、20人近くの人が集まりにぎや
かに船を回しました。薩摩川内市から家族で訪れた仮屋照
光さんは初めて模型船に触れ、「意外と重くてびっくりした。
楽しかった」と話しました。

エ

3/13 快適・安全な料理を体感会貢献活動の一環として、九州電力加世田営業
所より吹上保健センターへ「ＩＨクッキングヒー

ター」が寄贈されました。九州電力加世田営業所では地
域住民の方々に広く利用していただきたいと、「高齢者
や子育て中の女性が集う公共性の高い施設」に対し、
寄贈しています。ＩＨクッキングヒーターがセンターに
持ち込まれると、さっそく料理教室が開催されました。
実際に機器を使用して、スイートポテトや鶏むねの肉の
磯揚げ、とんこつ風味のスープなどが次々と調理されて
いきました。参加者からは「油が飛び散りにくい」「タイ
マー機能のおかげで火の消し忘れなどもなく便利」と
の声も聞かれ、快適性や安全性を体感していました。今
後市が開催する各料理教室で活用していく予定です。

社

久木留所長より目録の贈呈

置の魅力をおさめた写真展が日置市伊集院文化会
館でありました。今年で第２回となる「フォトコンひ

おき・とことん日置」。日置市美術協会が「ふるさとを誇りに
思う気持ちを育てていきたい」と開催しています。今回は43
人 113点の応募がありました。展示された作品には、各地域
の伝統行事である太鼓踊りやせっぺとべ、北山の火振りな
どを写した写真や、吹上浜や城山公園の桜など日置市の美
しい風景写真が並びます。これらの作品の中から大賞に選
ばれたのは「大ばら太鼓踊りクライマックス」。妙円寺詣りで
奉納された「徳重大バラ太鼓」をダイナッミクに切り取った
１枚です。撮影者は東市来に住む上原修一さん。定年後に趣
味で日置市の風景や祭りを写真に収めているとのことです。
上原さんは「大賞に選ばれ励みになる。これからも日置市の
魅力を探していきたい」と話しました。

日 3/23 日置の魅力を写した写真展
フォトコンひおき・とことん日置

珠玉の作品がズラリ

3/20 模型の船が宙を舞う
船こぎ祭

エンヤーオーの掛け声とともに

3/27 鹿児島県ちびっこソフトボール大会 準優勝
妙円寺ソフトボールスポーツ少年団表敬訪問

45回鹿児島県ちびっこソフトボール大会で見事
準優勝を果たした妙円寺ソフトボールスポーツ

少年団６年生の皆さんが市役所を訪れました。これま
での最高成績はベスト16でしたが、今大会では166
チームの中から見事に勝ち上がり、決勝戦まで駒を進
めました。決勝は惜しくも錦江台に１－２と敗れてし
まったものの、選手たちには笑顔が見えていました。ス
マイルをモットーに「三振しても、エラーをしても、笑顔」
を心がけていたそうです。キャッチャーの太利舷汰主将
は「目標であるベスト８進出を果たしたときから、目標
は優勝へと変わった」と話しました。小学校最後の大会
で、快挙を成し遂げたナインは４月から中学校へ進学
し、また新たな目標に向かって歩み出しました。

3/28 薩摩焼の歴史を学ぶ
海を越えて－白薩摩物語－寄贈

第

摩焼の歴史を描いた絵本「海を越えて－白薩摩物
語－」が15代沈寿官さんより市内４図書館に寄贈

されました。これは小学校の高学年向けに作られた絵本
で、薩摩焼を世界に伝えた12代沈寿官をモデルにした「ア
ドル」を主人公に、現在の美山地区にあたる苗代川を舞台
として、豊臣秀吉の朝鮮出兵から始まる陶工のルーツや、
万国博覧会に出品されヨーロッパで高い評価を受けた薩
摩焼の歴史を紹介しています。ＮＰＯ法人伝統白薩摩研究
会が制作し、県内の全小学校に寄贈されました。今回、市
内図書館に寄贈するにあたり、団体の副会長を務める15
代沈寿官さんは「薩摩焼は外国から伝わり鹿児島で育ち、
さらに外国へと広まった工芸品。この絵本をきっかけに身
近な伝統工芸品を知り、世界に向けて広い視野を持っても
らえれば」と話しました。

薩

準優勝の報告をする妙円寺ソフトボールスポーツ少年団の皆さん

4/3 安心安全のまちは自分たちの手で
なんでも応援団委嘱状交付式

集院地区で子どもや高齢者の見守り等を目的として発

足した「なんでも応援団」が日置地区防犯協会から「防

犯パトロールなんでも応援団」に委嘱されました。なんでも応援

団について、団員は地域に住む住民で、自分たちの地域は自分

たちで守るんだという機運をこの地域に広げ、１人では目が届

かない場所も、多くの人による見守り活動の輪を広げることで、

互いにケアし合うという団体の趣旨が説明され、団員には揃い

の帽子と反射材付きのたすきが防犯協会より授与されました。

伊集院地区公民館館長で、なんでも応援団団長の前田純正さん

は「今現在、団員が71人。今年中には団員が100人を突破でき

るように取り組みたい。仲間同士、情報のやり取りを密にして、

警察と協力しながら活動していきたい。安心安全は子どもから

高齢者までという目標で活動してしていきます」と話しました。

伊

地域のために、がんばるぞ!!

15代沈寿官さんより手渡された

これであなたも日置通!

ＩＨクッキングヒーター寄贈式

み

ろ

さるたひこの

みこと おおなむちのみこと

ふとりげんた

てる
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商工観光課
観光戦略係からの
お知らせ

CIVIC NEWS
縮小版

CIVIC NEWS

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

　臭気指数制度とは、国家資格である「臭気判定士」の管理の下、嗅覚パネル（嗅覚
を用いて臭気の有無を判定する者）６人の鼻で採取した空気を無臭空気で何倍に薄め
たときに臭いが消えるかで判定する方法であり、人の嗅覚による測定であることから、
住民の被害感に近づきやすいと考えられています。
　市内の全ての工場、事業所が対象になります。
　なお、一般家庭は含まれないほか、自動車、航空機、建設工事等一時的なものにつ
いては、対象外になります。また、規制地域は、市内全域を対象とし、Ａ地域とＢ地域
に区分されます。
　悪臭防止法第４条第２項に基づく規制基準は、次のとおりです。　

本庁市民生活課環境１係  TEL 248-9414

CIVIC NEWS
縮小版

市民生活課
環境１係からの
お知らせ

日
置
市
臭
気
指
数
規
制
を
導
入
し
ま
す

日置市臭気指数規制を導入しました
５月１日から

地域区分
Ａ地域
Ｂ地域

敷地境界線上の規制基準 （１号基準）

該当地域
都市計画用途地域
Ａ地域以外の地域

規制値
12
15

　今年度より発足した「日置市
観光PR武将隊プロジェクト」
の公式ホームページを開設し
ました。武将隊の活動情報やイ
ベント情報を随時掲載します。
　また、公式ＳＮＳもあわせて
開設しましたので、ぜひご覧く
ださい。

https://hioki-pr-bushotai.com/

公式 FACEBOOK ページ
ひおきＰＲ武将隊 検索

ひおきＰＲ武将隊 検索

日置市観光 PR 武将隊プロジェクト
公式ホームページ

公式 Instagram ページ
hioki_pr_bushotai 検索

日
置
市
観
光
P
R
武
将
隊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

気体排出口の規制基準（２号基準）
・１号基準を基に計算により求めます。
排出水の規制基準（３号基準）
・１号基準に 16を加えた値となります。

吹上支所
市民課福祉係
からのお知らせ

CIVIC NEWS
縮小版

CIVIC NEWS

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

CIVIC NEWS
縮小版

福祉課
障害福祉係からの
お知らせ

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児

補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

　吹上地域の「下和田にこにこサロン」は、
今年の８月で設立から12年目を迎えます。
　参加者は 60 代から 90 代と、幅広い年齢層
の方が毎回 20 人ほど集まり、楽しいひととき
を過ごしています。
　年間計画は、七夕飾りや雛祭りといった季節
に合わせた内容から、筋ちゃん広場や、吹上
図書館職員の方による絵本の読み聞かせ、紙

芝居上演による頭の体操といった健康づくりを考えた活動も行っております。
そのほかに、協力員が参加者に楽しんでもらえるような企画を常に考えながら年６回実
施しています。社会福祉協議会から遊具を借りてゲームを楽しんだり、お寺の住職の方
に法話をお願いしたり、音楽の先生に来ていただき、ハーモニカの演奏や歌を歌ったと
和気あいあいの雰囲気です。
　今後もみんなが楽しく集えるサロンを目指して様々な活動に取り組んでいきたいと思い
ます。

軽度・中等度難聴児のコミュニケーション能力向上を支援
するため、補聴器購入費の一部を助成します。

「下和田にこにこサロン」
　　　　　：平成 19 年８月 23 日
　　　　　：下野　和博
　　　　　：28 人
　　　　　：３人

◆対象者
　次の全てに該当する児童（18歳未満）の保護者で、日置市内に住所を有する方。
　①　両耳の聴力レベルが30デシベル以上で、身体障害者手帳の交付対象とならない児童
　②　補聴器を身に着けることで、言語の獲得等の一定の効果を期待することができると　
　　指定医師が判断する児童
　③　その属する世帯の世帯員全員について、市町村民税所得割額が46万円未満であること

◆助成金額
　難聴児に係る補聴器の購入等に要する経費と別途定めた基準価格とのいずれか少
　ない額の３分の２を助成します。 ※修理は含みません。

◆申請に必要なもの（購入前に申請が必要です）
　①　申請書
　②　指定医師の作成した意見書
　③　意見書の処方に基づき、補聴器販売業者が作成した見積書
※前述以外の書類を御提出いただく場合があります。

設立年月日
代 表 者
会 員 数
協 力 員

本庁市民福祉部福祉課障害福祉係　TEL ２４８-９４１６

または各支所市民課福祉係

【 お 問 い 合 わ せ 先 】

【 お 問 い 合 わ せ 先 】
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アラマァ、マレーシア語!?

マレーシア語を勉強しよう (^о^)

マ
レ
ー
シ
ア
で
人
気
な
動
物

「
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
」

アパカバー：お元気ですか
カバー・バエッ：元気です
オラン：人
ウータン：森

ひおき歴史街道
№７ ｢義弘の影武者　長寿院盛淳（1548‐1600）」

　
島
津
義
弘
没
後
４
０
０
年
の
今
年
は
、義

弘
に
関
連
す
る
史
跡
・
人
物
な
ど
を
中
心
に

御
紹
介
し
ま
す
。そ
の
初
回
は
、関
ヶ
原
の
戦

い
で
義
弘
の
影
武
者
と
な
っ
た
長
寿
院
盛

淳（
盛
淳
と
も
）。子
孫
が
阿
多
氏
を
名

乗
っ
た
こ
と
か
ら
阿
多
長
寿
院
の
名
で
も

知
ら
れ
ま
す
。

　
盛
淳
は
、有
力
守
護
畠
山
氏
の
一
族
畠
山

頼
国（
橘
陰
軒
）の
子
と
し
て
、坊
津（
南
さ

つ
ま
市
）で
生
ま
れ
ま
し
た
。幼
少
期
に
出

家
し
、島
津
家
祈
願
所
の
真
言
宗
大
乗
院

（
鹿
児
島
市
）盛
久
法
印
の
弟
子
と
な
り
、

紀
州
根
来
寺
や
、高
野
山
木
食
上
人
の
も

と
で
修
行
し
、薩
摩
に
帰
国
。安
養
院
の
住

職
と
な
り
ま
し
た
。一
説
に
は
、こ
の
安
養

院
は
、日
吉
町
日
置
に
あ
っ
た
上
峯
山
弥
勒

寺
安
養
院（
廃
仏
毀
釈
で
廃
寺
）で
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、義
弘
の
兄
で
島
津
家
16
代
当
主

義
久
の
命
で
、僧
侶
か
ら
家
老
に
な
り
ま

す
。九
州
征
伐
で
豊
臣
秀
吉
に
降
伏
し
た
際

は
、秀
吉
に
謁
見
し
、そ
の
後
は
、小
田
原

北
条
氏
攻
め
や
文
禄
の
役
な
ど
に
出
陣
。

島
津
領
内
の
太
閤
検
地
で
も
奉
行
を
務

め
、豊
臣
政
権
下
の
島
津
氏
を
支
え
ま
し

た
。

　
慶
長
５
年（
１
６
０
０
）の
関
ヶ
原
の
戦

い
で
は
、盛
淳
が
地
頭
を
務
め
て
い
た
蒲
生

郷（
姶
良
市
）か
ら
士
卒
70
余
名
を
率
い
て

義
弘
の
も
と
に
一
番
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

義
弘
は
、盛
淳
の
援
軍
を
と
て
も
喜
び
、門

外
に
駆
け
だ
し
て
出
迎
え
た
と
伝
わ
り
ま

す
。

　
義
弘
が
敵
中
突
破
を
敢
行
す
る
中
、盛

淳
は
、島
津
本
陣
に
踏
み
と
ど
ま
り
防
戦
。

乱
戦
で
、勇
猛
な
島
津
勢
も
恐
怖
か
ら
逃

げ
だ
す
中
、盛
淳
は
仲
間
を
鼓
舞
し
ま
す
。

そ
し
て
、義
弘
が
撤
退
し
た
の
を
確
認
す
る

と
、突
撃
し
て
く
る
東
軍
に
、大
声
で
島
津

義
弘
の
名
を
名
乗
り
、そ
の
身
代
わ
り
と

な
り
果
て
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
大
垣
市
の
琳
光
寺
に
は
、盛
淳

の
位
牌
や
宝
暦
の
木
曽
川
治
水
工
事（
１
７

５
３-
５
５
）で
当
地
を
訪
れ
た
薩
摩
藩
士

が
境
内
に
た
て
た
盛
淳
の
供
養
墓
、子
孫
が

建
て
た
墓
前
碑
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、鹿
児
島
福
昌
寺
跡
に
も
墓
が
立
っ
て
い

ま
す
。

【
参
考
文
献
・
史
料
】

『
鹿
児
島
県
史
料
集
』
13
「
本
藩
人
物
誌
」（
鹿

児
島
県
立
図
書
館
１
９
７
３
）、『
日
吉
郷
土
誌
』

上
・
下
（
旧
日
吉
町
１
９
８
２
・
８
８
）、『
三

国
名
勝
図
会
』
復
刻
版
（
青
潮
社
１
９
８
２
）、

『
鹿
児
島
県
史
料
』
旧
記
雑
録
後
編
３
（
鹿
児

島
県
１
９
８
３
）、
桐
野
作
人
氏
『
関
ヶ
原
　
島

津
退
き
口―

敵
中
突
破
三
〇
〇
里―

』（
学
研
パ

ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
２
０
１
０
）、
同
氏
『
さ
つ
ま
人

国
誌
』
戦
国
・
近
世
編
１
（
南
日
本
新
聞
社
２

０
１
１
）

国立国会図書館蔵『倭文麻環(しずのおだまき)』の挿絵

　盛淳は、義弘から与えられた鎧兜や秀
吉拝領品の陣羽織を身につけ、また、石田
三成からもらった金の軍配を持ち、義弘
の影武者としてその身代わりとなった。

大正12年（1923）、盛淳の子孫が琳光寺（岐
阜県大垣市上石津町牧田）境内に建てた「長
壽院阿多盛淳之墓」（墓前碑　島津忠重揮毫）

か
げ
む
し
ゃ

り
ん
こ
う
じ

ほ
う
れ
き

い
は
い

け
い
だ
い

も
り
あ
つ

じ
ゅ
ん

あ

た

し

ち
ょ
う
じ
ゅ
い
ん
せ
い

は
た
け
や
ま

し
ゅ
ご

よ
り
く
に

き
し
ゅ
う
ね
ご
ろ
じ

し
ゅ
ぎ
ょ
う

さ
つ
ま

あ
ん
よ
う
い
ん

じ
ゅ
う

き
ゅ
う
し
ゅ
う
せ
い
ば
つ

ほ
う
じ
ょ
う

か げ む し ゃ ち ょ うじ ゅ い ん せいじゅん

ぶ
ん
ろ
く

た
い
こ
う
け
ん
ち

ぶ
ぎ
ょ
う

じ
と
う

か
も
う

ご
う

て
き
ち
ゅ
う
と
っ
ぱ

か
ん
こ
う

て
っ
た
い

こ

ぶ

し
そ
つ

え
ん
ぐ
ん

ひ
き

え
っ
け
ん

お

だ

わ

ら

し
ょ
く

じ

は
い
ぶ
つ

は
い
じ

き
し
ゃ
く

か
ろ
う

み
ろ
く

こ
う
や
さ
ん
も
く
じ
き
し
ょ
う
に
ん

き
が
ん
し
ょ

せ
い
き
ゅ
う
ほ
う
い
ん

で

し

し
ん
ご
ん
し
ゅ
う
だ
い
じ
ょ
う
い
ん

き
つ
い
ん
け
ん

ぼ
う
の
つ

よろいかぶと

はいりょう じん ば おり

ぐんばい

みなさん、アパカバー。ヌルルフダです。
いつも温かく応援してくださる日置市の皆様へ心か
ら感謝申し上げます。
平成31年1月26日に行なわれた『鹿児島で世界を語
ろう!第24回外国人による日本語スピーチコンテス
ト』で最優秀賞を頂きました。

スピーチのタイトルは「アラマァ！」です。実は日置市に住んでいるおばあさんが「アラ
マァ！」の表現を教えてくれました。「アラマァ！」の使い方を初めて聞いた私は、マレー
シア語と全く同じ意味だと知ってすごく驚きました。マレーシア語では、びっくりした時
や困った時、驚いた時などに日本語と似たような言葉「Alamak（アラマ）」を使います。
例えば、財布を忘れてしまい、支払いの際、財布がないことに気付いた時「Alamak（ア
ラマ）」と言います。マレーシアの母国語はマレーシア語ですが言語学的には「マレー
語」と呼ばれます。現在、マレー語を国語とする国は、マレーシア、ブルネイ、シンガポー
ル、インドネシアの4カ国です。14世紀にマレー語は交易言語として用いられ、東南アジ
アで広く話されるようになりました。また、「オラン・ウータン」という言葉は「森の人」と
いうマレー語に由来しています。マレー語という言語は日本人が習得しやすい言語と
言われています。みなさんも是非「Alamak（アラマ）」をはじめ様々なマレーシアの言葉
や文化などに触れてみてください。

　国民健康保険税（国保税）は、これまで所得割・資産割・均等割・平等割の４方式で課税されていましたが、
令和5年度までに段階的に資産割を廃止し３方式に移行します。平成31年度は資産割を半分程度に引き
下げ、全体の調整のために所得割・均等割・平等割を引き上げる税率改定を行います。
　また、1回あたりの納付負担を減らすため、納期を6期から10期に改定します。

国民健康保険税の税率と納期改定のお知らせ国民健康保険税の税率と納期改定のお知らせ

平成30年度国保税率（改定前）

平成31年度国保税率（改定後）

区分

①所得割

②資産割

③均等割

④平等割

課税限度額

8.55％

32.00％

19,500円

20,000円

580,000円

2.90％

12.60％

8,000円

7,500円

190,000円

2.00％

9.16％

7,000円

4,500円

160,000円

13.45％

53.76％

34,500円

32,000円

930,000円

医療分 後期高齢者
支援金等分

介護納付金分
（40～64歳） 合計

区分

①所得割

②資産割

③均等割

④平等割

課税限度額

8.70％

15.70％

21,500円

20,500円

610,000円

3.30％

5.90％

8,000円

7,500円

190,000円

2.30％

5.50％

7,000円

4,500円

160,000円

14.30％

27.10％

36,500円

32,500円

960,000円

医療分 後期高齢者
支援金等分

介護納付金分
（40～64歳） 合計

国保税納期表【普通徴収（納付書、口座振替）】

年間
国保税額

介護納付金分
①～④の合計

医療分
①～④の合計

後期高齢者支援金等分
①～④の合計＝ + +

40～64歳のみ

月 6月

1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

1期 2期 3期 4期 5期 6期

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成30年度
（改定前）

平成31年度
（改定後）

※普通徴収（納付書、口座振替）のみ納期改定します。特別徴収（年金天引き）はこれまで通りです。

　普通徴収の方は６月11日頃、特別徴収の方は７月10日頃に平成31年度納税通知書
を発送します。詳細は納税通知書にてご確認ください。
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寒
さ
や
や
和
ら
ぎ
た
れ
ば
友
の
声
気
持
の
ゆ

え
か
は
な
や
ぎ
聞
こ
ゆ

迫
田 

敏
恵

た
ち
ま
ち
に
土
手
を
ピ
ン
ク
が
凌
駕
し
て
芝

桜
吾
が
丈
縮
み
ゐ
る
に

福
田 

る
り
こ

梅
花
散
り
次
は
桜
花
を
待
ち
て
い
る
四
季
の

恵
み
に
温
も
り
て
お
り

町
田 

和
子

鼻
ひ
ら
き
風
を
吸
う
な
り
吾
肺
の
若
葉
の
色

に
染
ま
り
ゆ
く
迄

谷
川 

サ
ダ

四
十
年
勤
め
終
え
た
る
息
子
に
感
謝
独
居
の

吾
に
光
さ
し
た
り

東 

ト
キ

東
市
来
か
ん
な
短
歌
会

春
寒
や
番
号
呼
ば
れ
検
査
室福

元 

さ
ゆ
り

城
垣
の
弾
痕
数
多
木
の
芽
風

久
保
野 

千
代
子

五
百
歩
の
路
傍
の
草
の
芳
し
く

小
浜 

十
四
子

伊
集
院
俳
句
会

久
し
振
り
集
う
仲
間
は
は
つ
ら
つ
と
楽
し
み

見
つ
け
て
皆
前
向
き

甲
斐 

克
美

日
吉
短
歌
会

日 

置 

市

文
化
協
会

（
氏
名
敬
称
略
）

運
動
会
重
箱
ん
海
老
が
派
手
を
取
っ

三
窪
も
つ
米

小
め
海
老
が
衣
で
余
分
じ
大
と
化
け
っ

種
子
島 

ぼ
い

猿
股
も
五
体
も
水
浸
い
海
老
漁
い定

栄 

梅
岳

渡
し
賃
値
切
っ
乗
っ
た
や
瀬
で
転
覆
っ

入
来
院 

彦
六

好
っ
な
娘
肥
え
て
禿
げ
た
や
他
人
て
渡
っ

平
田 
素
麺

良
か
顔
を
す
っ
で
危
な
か
橋
す
渡
っ

前
田 

一
天

見
合
ん
座
で
年
収
聞
っ
出
た
大
胆
娘

益
満 

大
拘

素
茶
一
杯
差
出
た
コ
ッ
プ
あ
色
が
無
し

馬
場 

千
貫

や
ん
ち
ゃ
孫
あ
新
け
靴
ち
ょ
道
具
き
泥
遊
っ

馬
場 

茶
恋
児

さ
つ
ま
狂
句

ゆ
す
い
ん
・
ど
ん
こ
会

吹
上
さ
ざ
な
み
会

短
歌
　
俳
句
　
さ
つ
ま
狂
句

み

ご

い
っ
ぺ

短 

歌

俳 

句

新
緑
に
心
を
寄
せ
て
文
を
書
く米丸 

節
子

厳
か
に
菜
の
花
畑
に
夕
日
落
つ大迫 

一
弘

ひ
と
揺
れ
で
光
溢
る
る
若
緑横

山 

映
子

日
吉
町
俳
句
会

鶯
の
初
音
の
中
を
墓
参
り

上
村 

静
好

木
の
芽
雨
辻
説
法
を
曇
ら
せ
る

末
廣 

多
美
子

東
市
来
奴
草
俳
句
会

し
き
な
み
短
歌
会

さ
つ
ま
狂
句
新
聞
掲
載
お
め
で
と
う
百
歳
近

き
の
母
作
り
し
を

元
吉 

ま
き
子

若
き
頃
自
転
車
通
勤
い
な
か
道
後
か
ら

照
ら
す
彼
の
ブ
ル
ー
バ
ー
ド野

﨑 

加
代
子

頼
ま
れ
し
文
机
つ
く
る
夫
の
手
は
組
み

込
む
引
き
出
し
ピ
タ
リ
納
ま
る

荻 

朝
子

は

ね
ん
し
ゅ

す

じ
ゅ
ば
こ

う
ん
ど
か
い

飯
牟
礼
さ
つ
ま
狂
句し

ょ
ど

ど
ろ

つ
ら

あ
ん

ご

こ

え
っ

じ 

ん

や
わ

わ

り
ょ
う
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こ

わ
た

ぞ
っ
ぷ

え

の

だ
っ
ま

み

ね
ぎ

か

え
っ

こ
ろ
も

ふ
と

で

梅
咲
き
て
喜
寿
迎
え
し
己
の
看
護

柳
田 

勝
子

や

す

お
ご

ひ

わ
た

よ

ば

さ
い
ま
た

て

ぼ
っ
け
お
ご

ぢ
ゃ

さ
し
でに

く

あ
す

国体通信

軟式野球リハーサル大会を開催します！

　2020年に開催される「燃ゆる感動かごしま国体」開催に先立ち、2019年度に県内各地で競技別リハーサル大会が実施されます。
　競技別リハーサル大会は、競技会運営能力の向上や県民の国体および競技に対する関心を高め、理解を深めるとともに、国体開
催の機運醸成を図ることを目的に開催されます。
　日置市では「軟式野球」と「レスリング」の大会を実施予定で、今回は「軟式野球」のリハーサル大会についてご紹介します。

大  会  名

大 会 会 期

大 会 会 場

出 場 チ ーム

大 会 詳 細

見 ど こ ろ

そ の 他

燃ゆる感動かごしま国体日置市実行委員会ＳＮＳを開設しました。

　「第75回国民体育大会（燃ゆる感動かごしま国体）」
を広くＰＲするため、日置市実行委員会の活動状況
などをＳＮＳで紹介することになりました。
　タイムリーな情報を随時アップしていきますので、
是非フォローして情報をチェックしてください！

競技人口の多いＣクラスの大会で、昭和54年に第１回大会を開催。
本大会で優勝・準優勝したチームは、次年度よりクラスが昇格し、Ｂクラスの大会出場資格が与
えられます。

硬式球と違い、軟式球には「地面で弾む」、「変化がよく曲がる」、「打球が飛びにくい」などの特性
があるため、硬式野球とは戦術が異なります。１点をとるための攻撃や、与えないための守備、
バッテリーと打者との駆け引き、ベンチの采配など、見どころが盛りだくさんです。

組合せについては、決定次第「燃ゆる感動かごしま国体日置市実行委員会ホームページ

（https://hiokicity-kokutai2020.jp/）」に掲載します。

facebook InstagramTwitter

hiokikokutai hiokikokutai燃ゆる感動かごしま国体
日置市実行委員会

めったに見ることのできない大会を、
この機会にぜひご観戦ください！！

（燃ゆる感動かごしま国体軟式野球競技リハーサル大会）鹿児島市、薩摩川内市、出水市と共同開催

26チーム
近畿・中国・四国・九州地区各府県代表23チームおよび開催地推薦３チーム

伊集院総合運動公園野球場
・平和リース球場（鹿児島県立鴨池野球場）

・鹿児島市鴨池公園野球場
・薩摩川内市総合運動公園野球場
・出水市総合運動公園野球場

他４会場

・６月 ７日（金）　開会式  平和リース球場（鹿児島県立鴨池野球場）

・６月 ８日（土）～10日（月）　トーナメント戦
・６月10日（月）　表彰式  平和リース球場（鹿児島県立鴨池野球場）

2019年６月７日(金)　  ６月10日(月)

観戦は無料で
す
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日
置
市
無
形
民
俗
文
化
財
の
お
田
植
え

踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
６
月
２
日 

㈰

 

・
鬼
丸
神
社
（
御
神
田
）

　
午
前
９
時
30
分
ご
ろ

 

・
八
幡
神
社
（
御
神
田
）

　
午
前
10
時
45
分
ご
ろ

〔
せ
っ
ぺ
と
べ
イ
ベ
ン
ト
〕

時
間
　
午
前
11
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

場
所
　
日
吉
運
動
公
園
　
多
目
的
広
場

出
演
　
鎌
踊
り
、
笹
踊
り
、
虚
無
僧
踊
り
、

舞
踊
ほ
か

販
売
　
う
ど
ん
、
野
菜
ほ
か

※

隣
接
す
る
日
吉
弓
道
場
で
は
、
午
前
９

時
か
ら
弓
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
商
工
観
光
課
観
光
戦
略
係

☎ 

２
４
８
‐
９
４
０
９

受
付
期
間
　
５
月
20
日 

㈪
か
ら
30
日
㈭
ま

で(

閉
庁
日
を
除
く)

試
験
日
（
第
１
次
試
験
）

６
月
23
日 

㈰

提
出
先
　
本
庁
総
務
課
人
事
給
与
係

試
験
区
分
　

大
学
新
卒
者
（
一
般
事
務
、
建
築
技
師
、

土
木
技
師
Ａ
）、
民
間
企
業
経
験
者
（
土
木

技
師
Ｂ
、
電
気
技
師
）、
保
健
師

受
験
資
格

○
一
般
事
務
、
建
築
技
師
、
土
木
技
師
Ａ

・
平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
令
和
２

年
３
月
に
大
学
卒
業
見
込
み
の
者

・「
建
築
技
師
、土
木
技
師
Ａ
」に
つ
い
て
は
、

大
学
等
に
お
い
て
必
要
な
学
科
を
専
攻
し
、

技
術
職
員
と
し
て
の
知
識
・
技
能
を
有
す

る
者

○
土
木
技
師
Ｂ
、
電
気
技
師

・
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
民
間
企

業
等
に
お
け
る
職
務
経
験
を
５
年
以
上
有

す
る
者
（
平
成
31
年
４
月
30
日
現
在
）

・「
土
木
技
師
Ｂ
」
に
つ
い
て
は
、
２
級
土

木
施
工
管
理
技
士
及
び
測
量
士
補
の
資
格

を
有
す
る
者

・「
電
気
技
師
」
に
つ
い
て
は
、
電
気
主
任

技
術
者
の
資
格
を
有
す
る
者

○
保
健
師

・
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
保
健
師

資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は
令
和
２
年
３
月

末
ま
で
に
行
わ
れ
る
国
家
試
験
に
よ
り
取

得
す
る
見
込
み
の
者

そ
の
他
　
詳
細
は
「
令
和
元
年
度
日
置
市

職
員
採
用
試
験
案
内
（
大
学
新
卒
者
・
民

間
企
業
職
務
経
験
者
・
保
健
師
）」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
試
験
案
内
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
直
接
受
領
を
希
望
の
場
合
は
、
市

役
所(

本
庁
総
務
課･

各
支
所
地
域
振
興

課)

へ
お
越
し
く
だ
さ
い(

閉
庁
日
除

く)

。
　
郵
便
に
よ
る
送
付
を
希
望
の
場
合
は
、

住
所
氏
名
を
記
入
し
た
１
４
０
円
分
の
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒(

Ａ
４
版
封
入

可
能)

を
同
封
の
上
、
本
庁
総
務
課
人
事

給
与
係
へ
「
日
置
市
職
員
採
用
試
験
案
内

希
望
（
試
験
区
分
名
）」
と
明
記
し
、
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
総
務
課
人
事
給
与
係 

☎ 

２
４
８
‐
９
４
３
８

勤
務
場
所
　
吹
上
浜
公
園
（
吹
上
町
中
原
）

お
よ
び
吹
上
地
域
一
帯

業
務
内
容
　
吹
上
浜
公
園
周
辺
か
ら
吹
上

地
域
一
帯
の
植
栽
剪
定
、
草
払
い
な
ど
。

そ
の
他
、
教
育
委
員
会
が
指
示
す
る
業
務
。

応
募
資
格

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
保
持
者

・
作
業
機
械
や
刈
払
機
等
を
使
用
す
る
作

業
が
で
き
る
方

募
集
人
員
　
１
人

勤
務
日
数
　
月
20
日
以
内

勤
務
時
間
　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※市役所各課の電話番号は全て直通になっています。
　お掛け間違いのないようお気を付けください。

給
与
　
時
間
額
８
７
０
円

保
険
　
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
有
り

任
用
期
間
　
任
用
日
か
ら
令
和
２
年
３
月

31
日
ま
で※

１
年
更
新

選
考
方
法
　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
審
査

提
出
書
類
　
一
般
職
非
常
勤
職
員
等
登
録

申
込
書
１
部
（
写
真
貼
付
）

提
出
期
限
　
５
月
31
日 

㈮

【
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

吹
上
支
所
教
育
振
興
課
社
会
教
育
係

☎ 

２
９
６
‐
２
１
２
４

　
ふ
き
あ
げ
図
書
館
で
は
、
蔵
書
点
検
の

た
め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。
期
間
中
の
返

本
は
、
入
り
口
横
の
返
却
ポ
ス
ト
か
市
内

の
図
書
館
（
中
央
、
ひ
よ
し
、
東
市
来
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

休
館
期
間

５
月
27
日 

㈪
か
ら
６
月
３
日 

㈪
ま
で

ま
た
、
保
存
期
間
の
過
ぎ
た
雑
誌
な
ど
を

リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

期
間
　
６
月
４
日 

㈫
か
ら
16
日 

㈰
ま
で

場
所
　
ふ
き
あ
げ
図
書
館

冊
数
　
１
人
２
冊
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

ふ
き
あ
げ
図
書
館 

☎ 

２
４
５
‐
１
７
１
１

　
吹
上
浜
公
園
、
吹
上
地
域
お
よ
び
日
吉

地
域
一
部
の
吹
上
浜
海
岸
松
林
の
松
く
い

虫
航
空
防
除
を
、
次
の
日
程
で
実
施
し
ま

す
。
散
布
期
間
中
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

離
発
着
な
ど
大
変
危
険
で
す
の
で
、
散
布

地
域
内
に
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
散
布
時
間
内
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
海
岸
で
の
釣
り
な
ど
も

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
な
お
散
布
区
域
内
で

交
通
規
制
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

実
施
期
間
お
よ
び
場
所

５
月
22
日 

㈬
　
伊
作
川
よ
り
北
側

　
　
　
　
　
　(

一
部
日
吉
地
域
含
む)

５
月
23
日 

㈭
　
伊
作
川
よ
り
南
側

※

天
候
不
良
の
場
合
は
順
延
と
な
り
ま
す
。

散
布
時
間
　
午
前
５
時
か
ら
正
午
ご
ろ
ま

で【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
農
林
水
産
課
林
務
水
産
係

☎ 

２
７
３
‐
８
８
７
０

　
日
置
市
担
当
の
行
政
相
談
委
員
が
、
国

や
身
近
な
行
政
の
仕
事
に
つ
い
て
の
疑
問

や
要
望
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
総
務
課
秘
書
広
報
係

☎ 

２
４
８
‐
９
４
０
１

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係

　
６
月
か
ら「
経
済
セ
ン
サ
ス-

基
礎
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
調
査
員

が
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
の
活
動
状
態
を

実
地
に
確
認
し
、
新
た
に
把
握
し
た
事
業

所
な
ど
一
部
の
事
業
所
に
は
調
査
票
を
配

布
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ま
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
回
答

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
企
画
課
政
策
推
進
係

☎ 

２
４
８
‐
９
４
０
３

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係

　
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が

10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
と
同
時
に

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等
に
対
し

て
は
、
複
数
税
率
対
応
レ
ジ
の
導
入
や
受

発
注
シ
ス
テ
ム
の
改
修
が
必
要
に
な
る
場

合
に
、
こ
れ
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補

助
す
る
国
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
「
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事

務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

☎ 

０
１
２
０
‐
３
９
８
‐
１
１
１

広報 ひおき

日
置
市
職
員
採
用
試
験
案
内

図
書
館
の
臨
時
休
館
お
よ
び
雑

誌
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

松
く
い
虫
航
空
防
除
に
つ
い
て

経
済
セ
ン
サ
ス-

基
礎
調
査
に

つ
い
て

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

皆
さ
ま
へ

吹
上
浜
公
園
等
管
理
作
業
員

募
集

「
せ
っ
ぺ
と
べ
行
事
」の
開
催
に

 

つ
い
て

行
政
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

東市来支所 
3階応接室

5月23日(木)
午前9時～正午

5月24日(金)
午前9時～正午

5月24日(金)
午前9時～正午

5月24日(金)
午前9時～正午

市中央公民館 
2階小会議室

日吉支所
 1階相談室

吹上支所
 2階大会議室2

場所 日時
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職
種
　
プ
ー
ル
監
視
人
お
よ
び
受
付
人

募
集
人
員

（
監
視
人
）
12
人
程
度
　

（
受
付
人
）
８
人
程
度

勤
務
内
容
　

（
監
視
人
）

伊
集
院
総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル
監
視

（
受
付
人
）

プ
ー
ル
利
用
者
受
付
、
入
場
料
徴
収

応
募
資
格

・
18
歳
以
上
で
心
身
と
も
に
健
康
な
方
（
監

視
人
に
つ
い
て
は
泳
げ
る
方
）※

高
校
生
不

可・
６
月
16
日 

㈰
午
前
９
時
30
分
か
ら
の
救

急
講
習
会
に
参
加
で
き
る
方

雇
用
期
間

７
月
１
日 

㈪
か
ら
８
月
31
日 

㈯
ま
で

勤
務
体
制
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
６

時
ま
で
の
う
ち
５
時
間
か
ら
７
．
５
時
間

（
週
３
〜
５
日
の
勤
務
）

※

土
・
日
・
祝
日
、
お
盆
の
出
勤
あ
り

賃
金
形
態
　
時
間
額
７
８
０
円
　

提
出
書
類
　
市
指
定
の
一
般
職
非
常
勤
職

員
等
登
録
申
込
書
（
写
真
添
付
）
に
希
望

す
る
職
種
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※

一
般
職
非
常
勤
職
員
等
登
録
申
込
書
は
、

伊
集
院
総
合
体
育
館
、
伊
集
院
総
合
運
動

公
園
、
チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
、
各
支
所

教
育
振
興
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

提
出
期
限
　
６
月
10
日 

㈪
ま
で
（
期
間
厳

守
）※

応
募
多
数
の
場
合
は
、
書
類
選
考
に

よ
り
決
定

【
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎ 

２
４
８
‐
９
４
３
４

　「
め
だ
か
の
里
尾
木
場
」
の
棚
田
で
米
作

り
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
。
一
年
を
通
し
て
米

の
生
長
過
程
や
農
村
の
四
季
を
満
喫
で
き

る
プ
ラ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
元
住
民
一

同
、
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

日
程
　
田
植
え
　
６
月
16
日 

㈰

　
　
　
稲
刈
り
　
10
月
20
日 
㈰

体
験
料
　
１
グ
ル
ー
プ 

１
万
３
０
０
０
円

（
収
穫
さ
れ
た
籾
約
33
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
昼
食

代
を
含
む
）

募
集
定
員 

20
組 （
１
グ
ル
ー
プ
４
人
程
度
）

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す

申
込
方
法

電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

※

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
を
「
第
16
回

尾
木
場
め
だ
か
の
里
米
作
り
体
験
申
込
み
」

と
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
６
月
６
日
㈭
ま
で

そ
の
他
　
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
実
施
す
る

前
に
、
案
内
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

※

募
集
定
員
の
申
込
状
況
や
天
候
等
に
よ

り
変
更
お
よ
び
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

東
市
来
支
所
産
業
建
設
課
農
林
水
産
係

☎ 

２
７
４
‐
２
１
１
４

　 

２
７
４
‐
４
０
７
４

　
富
士
山
麓
の
自
然
豊
か
な
キ
ャ
ン
プ
場

で
、
全
国
か
ら
集
ま
る
青
少
年
（
日
本
人
・

外
国
人
）
が
キ
ャ
ン
プ
生
活
や
富
士
登
山

な
ど
の
野
外
活
動
を
共
に
し
な
が
ら
友
情

を
深
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
「
新

し
い
仲
間
と
の
出
会
い
」
の
楽
し
さ
や
友
だ

ち
と
協
力
し
助
け
合
う
大
切
さ
を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

期
間
　
７
月
30
日 

㈫
か
ら
８
月
３
日 

㈯
ま

で
の
４
泊
５
日

場
所
　
静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー

定
員
　
日
本
人
80
人
、
外
国
人
20
人

対
象
　
小
学
３
年
生
〜
６
年
生

内
容
　
富
士
登
山
、
テ
ン
ト
生
活
体
験
、

野
外
炊
飯
体
験
、
ワ
イ
ド
ゲ
ー
ム
、
星
空

観
察
な
ど

締
切
　
７
月
５
日 

㈮

参
加
費
　
各
出
発
地
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎ 

０
３
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１

　
６
月
３
日 

㈪
か
ら
７
月
10
日 

㈬
ま
で
は

労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
申
告
お
よ
び
保

険
料
納
付
の
期
間
で
す
。

　
鹿
児
島
労
働
局
よ
り
送
付
さ
れ
る
申
告

書
お
よ
び
納
付
書
に
よ
り
、
期
間
内
に
申

告
・
納
付
を
行
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
ｅ-

Ｇ
Ｏ
Ｖ（
電
子
政
府
の
総
合
窓
口
）

か
ら
電
子
申
請
に
よ
る
申
告
も
可
能
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
労
働
局
　
労
働
保
険
徴
収
室

☎ 

２
２
３
‐
８
２
７
６

　
放
送
大
学
で
は
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
２
０
１
９
年
10
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。※

資
料
請
求
は
無
料
で
す

募
集
学
生
の
種
類

（
教
養
学
部
）

 

・
科
目
履
修
生
（
６
カ
月
在
学
し
、
希
望 

　
す
る
科
目
を
履
修
）

 

・
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望

　
す
る
科
目
を
履
修
）

 

・
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、

　
卒
業
を
目
指
す
）

（
大
学
院
）

 

・
修
士
科
目
生
（
６
カ
月
在
学
し
、
希
望

　
す
る
科
目
を
履
修
）

 

・
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望

　
す
る
科
目
を
履
修
）

出
願
期
間

(

第
１
回)

　
６
月
15
日 

㈯
か
ら
８
月
31
日 

㈯
ま
で

(

第
２
回)

　
９
月
１
日 

㈰
か
ら
20
日 

㈮
ま
で

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
受
け
付
け
て

い
ま
す

【
資
料
請
求
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎ 

２
３
９
‐
３
８
１
１

　 

２
３
９
‐
３
８
４
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://w
w

w
.ouj.ac.jp

　
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
対
す
る
解
決
の
促

進
を
図
る
た
め
に
、
県
で
は
「
ハ
ン
セ
ン

病
問
題
を
正
し
く
理
解
す
る
週
間
」
を
定

め
て
い
ま
す
。

　
誤
っ
た
隔
離
政
策
に
よ
っ
て
、
長
い
間
、

偏
見
や
差
別
に
苦
し
め
ら
れ
た
ハ
ン
セ
ン

病
で
あ
っ
た
方
々
な
ど
が
、
平
穏
に
安
心

し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、

ま
た
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
悲
し
い
歴
史

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
は
何
か

を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

次
の
日
程
で
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
の
展
示
を

行
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し
く
理
解
す
る
週
間

６
月
16
日 

㈰
か
ら
22
日 

㈯
ま
で

写
真
パ
ネ
ル
・
療
養
所
入
所
者
作
品
等
の
展
示

日
程
　
５
月
31
日 

㈮
正
午
か
ら
６
月
６
日

㈭
正
午
ま
で

場
所
　
市
中
央
公
民
館
　
１
階
ロ
ビ
ー

内
容
　
療
養
所
の
現
状
、
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
の
歴
史
と
課
題
（
写
真
パ
ネ
ル
等
）、
療

養
所
入
所
者
の
作
品
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
等

ハ
ン
セ
ン
病
と
は

ら
い
菌
に
よ
っ
て
お
こ
る
感
染
症
で
、
遺

伝
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ら
い
菌

の
感
染
力
は
弱
い
た
め
、
非
常
に
う
つ
り

に
く
い
病
気
で
す
。
主
に
皮
膚
や
末
し
ょ

う
神
経
が
侵
さ
れ
る
病
気
で
、
後
遺
症
が

残
る
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、
偏
見
や
差
別

の
対
象
に
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
優
れ

た
治
療
薬
が
開
発
さ
れ
て
か
ら
は
、
不
治

の
病
か
ら
完
全
に
治
る
病
気
に
な
り
、
衛

生
状
態
や
栄
養
状
態
が
改
善
し
た
現
在
の

日
本
に
お
い
て
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
感
染

す
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
健
康
保
険
課
保
健
予
防
係

☎ 

２
４
８
‐
９
４
２
１

日
時
　
６
月
６
日 

㈭

　
　
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所
　
市
中
央
公
民
館
　
２
階
小
会
議
室

相
談
従
事
者

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
鹿
児
島
支
部
会
員

相
談
内
容
　
不
動
産
登
記
全
般
（
権
利
関

係
）、
民
事
一
般
、
後
見
、
多
重
債
務

相
談
料
　
無
料

そ
の
他
　
相
談
時
間
は
１
人
当
た
り
30
分

で
す
。
事
前
予
約
の
あ
っ
た
方
を
優
先
し

ま
す
。

【
予
約
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎ 

２
５
６
‐
０
３
３
５

時
間
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

相
談
従
事
者

鹿
児
島
県
行
政
書
士
会
日
置
支
部
会
員

相
談
内
容
　
相
続
、
後
見
、
公
正
証
書
、

離
婚
、
そ
の
他
生
活
相
談

相
談
料
　
無
料

そ
の
他
　
相
談
時
間
は
１
人
当
た
り
30
分

で
す
。
事
前
予
約
の
あ
っ
た
方
を
優
先
し

ま
す
。

【
予
約
先
】

種
子
島
行
政
書
士
事
務
所

☎ 

２
７
２
‐
２
４
０
５

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

行
政
書
士
岩
井
田
健
太
郎
事
務
所

☎ 

０
９
０
‐
２
７
１
９
‐
２
１
１
９

た
だ
い
ま
２
０
１
９
年
10
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。※

資
料
請
求
は
無
料
で
す

募
集
学
生
の
種
類

（
教
養
学
部
）

 

・
科
目
履
修
生
（
６
カ
月
在
学
し
、
希
望 

　
す
る
科
目
を
履
修
）

 

・
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望

　
す
る
科
目
を
履
修
）

 

・
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、

　
卒
業
を
目
指
す
）

（
大
学
院
）

 

・
修
士
科
目
生
（
６
カ
月
在
学
し
、
希
望

　
す
る
科
目
を
履
修
）

 

・
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望

　
す
る
科
目
を
履
修
）

出
願
期
間

(

第
１
回)

　
６
月
15
日 

㈯
か
ら
８
月
31
日 

㈯
ま
で

(

第
２
回)

　
９
月
１
日 

㈰
か
ら
20
日 

㈮
ま
で
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イ
ン
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ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
受
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付
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て

い
ま
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９
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４
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他
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無
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他
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０
５
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９
０
‐
２
７
１
９
‐
２
１
１
９

伊
集
院
総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル
監

視
人
・
受
付
人
の
募
集
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
の
労
働
保
険
年

度
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し
く
理
解

す
る
週
間
」
パ
ネ
ル
展
示
に
つ
い
て

司
法
書
士
に
よ
る
登
記
・
法

律
相
談
所
開
設
に
つ
い
て

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

第
40
回
青
少
年
国
際
交
流

キ
ャ
ン
プ
参
加
募
集

放
送
大
学
入
学
生
募
集

吹上支所
2階大会議室 5月28日（火）

6月25日（火）
東市来支所
3階応接室

場所 日時

尾
木
場
め
だ
か
の
里
米
作
り
体
験

FAX

FAX
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関ヶ原の戦いで退路を断た
れ、絶体絶命の窮地にあっ
た島津勢。もはや敵陣突破
のみが最後の手段となった
時 、そ の 先 鋒 にたった の
はー。後に島津を救った男
として語られる島津豊久の
知られざる半生を描いた長
篇歴史小説。

日置市立図書館ホームページ 検 索

近衛龍春/著
ＫＡＤＯＫＡＷＡ/刊

おすすめ本紹介

おすすめ本紹介 ちょっと図書館話

今月のイチ押し!!今月のイチ押し!!

ひよし
図書館

東市来
図書館

　５月１日から新元号「令和」時代のスター
トとなり、一人一人がそれぞれの花を咲か
せることができるよう、希望を抱いている人
も多いことかと存じます。
　さて、公共図書館が法的に整備され市町
村に作られ始めたのは、明治32年の「図書
館令」からだそうです。それから、大正、昭
和、平成と時代を経て120年が過ぎようとし
ています。市民が活用しやすい図書館を目
指して、常に見直しを図ってまいりました
が、新時代にふさわしい図書館として、さら
に改革を進めてまいりたいと思いますの
で、どしどし、ご意見をお寄せください。

図書館長の独り言イベント情報

開館情報

『新しい時代の図書館のあり方』

丸山俊一/作　大和書房/刊所功/監修　思文閣出版/刊

中央
図書館

いつかあなたが
おおきくなったら
エミリー・ウィンフィールド・マーティン/著
サンマーク出版/刊

ふきあげ
図書館

「この世界にやってきたばかりのあなたは、
これからどんなす
てきなことをする
のだろう。」
　あたたかいまな
ざしが込められた
メッセージと、子
どもたちの幸せを
願う気 持ちがつ
まった絵本。

岡信子/作　岩崎書店/刊

中央
図書館
オススメ!

何かがいっぱい詰まった袋を見つけたく
まさん。りすさんに聞きにいきますが、袋に

穴があいていて
中身が全部なく
なってしまいま
した。ところが春
になると･･･。英
語の導入期に最
適な短い英文で
綴られた絵本。

30年続いた平成が、4月末日の退位に伴い終
わりを告げる。新しい天皇が即位されると、

皇室では御大礼(即位
式・大嘗祭・改元等の儀
式)が一年かけて執り
行われることになる。
　本書では大正天皇や
昭和天皇の即位式等多
くの資料や絵図をもと
に、皇室行事について
紐解く。

大きな曲がり角にある資本主義につい
て、14歳の少年少
女を念 頭 におき
ながら、一緒に考
え始めてほしいこ
とを、語りかける
ように解説する。
ＮＨＫ「欲望の資
本主義」に登場し
た学 者たちの 言
葉も収録する。

はなのみち
忠義に死す 島津豊久

14歳からの資本主義

毎週木曜日、５月21日(火)
毎週月曜日、５月24日(金)
毎週月曜日、６月14日(金)
毎週月曜日、５月17日(金）
蔵書点検（5/27 ～ 6/3）

273-6886
274-9610
292-2001

むぎばたけのおはなし会
みつばち文庫のおはなし会
図書館友の会
どようおはなし会
ファミリーおはなし会
こけけおはなし会スペシャル
成人読書会
おはなし会
おはなし会（ぽけっとファンタジー）
赤ちゃんのおはなし会
おはなし会

5月22日(水)、6月12日(水)15：15～
5月25日(土)11：00～
5月28日(火)  ９：30～
6月  1日(土)10：30～
6月  8日(土)10：30～
5月25日(土)10：30～
6月19日(水)10：00～
6月  8日(土)14：30～
5月25日(土)14：00～
7月  6日(土)10：30～
6月  8日(土)14：00～

中央図書館

イベント名 日　　　時場　　所

ひよし図書館

東市来図書館

ふきあげ図書館

中央図書館
東市来図書館
ひよし図書館

９：00～19：00
図　書　館 開　館　時　間 休　館　日 電　話

京都の御大礼 ～君たちが大人になるころの未来を変えるために～ 今年度は、ワークショップや高畠那生氏の講演会な
どが行われます。ぜひご参加ください。（入場無料）
日時　６月22日(土)  12時30分開場  13時開会
会場　日置市東市来文化交流センター
内容
・200冊リスト達成者表彰
・ワークショップ
（読み聞かせ・工作・ビブリオ合
戦）
・絵本作家 高畠那生氏 講演会
　詳しい内容はチラシをご覧く
ださい。

2019年度 「こども読書活動推進大会」

-    Ｇｏ ｔｏ Ｌｉｂｒａｒｉｅｓ    -

９：00～18：00
９：00～17：00（土・日・祝日）

ふきあげ図書館 245-1711

ひおき

 
 

 

 

日置市では、平成28年4月以降に生まれた赤ちゃん、ご家族の皆様にギフト

ボックスをプレゼントしています。その名も「マタニティボックスひおきコウノトリ便」

です。ボックスの中には子育てに使われるグッズと、日置市で誕生した赤ちゃん

をお祝いする気持ちが詰まっています

日置市役所健康保険課健やか母子係　099-248-9421

これから妊娠・出産を考えている方へ

　このボックスは、日置市内の企業や子育て中のお

母さんにも検討会へ参加して頂き、これからの子育て

が楽しくなるようなもの、皆さんに喜んで頂けるものを

コンセプトに話し合いを重ねて出来上がりました。

　そして、このボックスを通じて、日置市の良さを知っ

てもらいたい、愛着を持ってもらいたいという願いを

込めて、日置市オリジナルの薩摩焼やオリーブ石鹸等、

市ならではの特産品も織り交ぜてあります。

　新しい家族の誕生を迎え、家族みんなが笑顔で育児

を楽しんで頂けるよう思いを込めたこのボックスが、

たくさんの皆様に届きますように・・・

お問い合わせ先

もらった
人の声

・肌着　　　　　・マグマグ　・スプーンセット
・紙オムツ　　　・オリーブ石けん
・布絵本　　　　・ダンボールチェア
・ベビースタイ　・おくるみ　
・布おもちゃ　　・おしりふき
・薩摩焼（取っ手付きカップ）など

・肌着　・ミニオール　・スプーン＆フォーク
・紙オムツ　　　　　　・オリーブ石けん
・絵本　　　　　　　　・ダンボールチェア
・ベビースタイ　　　　・おくるみ　　　　　　
・木製おもちゃ　　　　・おしりふき
・お食事用エプロン　　・ランチボウル/ライスボウル
・デンタルフロス　など

オリーブ石鹸や
薩摩焼など日置市の
特産品も素敵でした☆

おくるみは肌触りが良く、
いつも使っています♡

子育てに役立つ
グッズがたくさん
入ってました♪

♥

マタニティボックス1便(第1子用) マタニティボックス2便(第2子以降用)

出産日に日置市に住所を有するお母さんと赤ちゃん

原則、出生届を提出された当日にお渡しします受け取り方法

対 象 者

※プレゼントの内容は毎年変更があります

※プレゼントの内容は毎年変更があります

ボックス１便プレゼントリスト ボックス2便プレゼントリスト
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日
波
に
乗
っ
て
い
て
も
、
サ
ー
フ
ィ
ン
の
魅
力

　
　
　
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
無
限
に
寄
せ
て
く
る
波
に

も
〝
い
い
波
〞
と
〝
悪
い
波
〞
が
あ
る
。
そ
の
〝
い
い

波
〞
を
味
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ま
た
こ
な
い
か
と
次

の
波
を
待
ち
続
け
て
し
ま
う
。
波
に
乗
る
と
い
う
独
特

の
感
覚
は
乗
っ
て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
」。
そ
う

語
る
の
は
、
伊
集
院
出
身
で
プ
ロ
の
サ
ー
フ
ァ
ー
を
目

指
す
前
鶴
大
享
さ
ん
。
毎
日
の
よ
う
に
海
に
出
て
い
る

と
い
う
、
そ
の
褐
色
の
肌
が
印
象
的
で
し
た
。

　
父
親
の
太
一
さ
ん
も
サ
ー
フ
ィ
ン
を
た
し
な
み
、
宮

崎
県
日
南
市
で
行
わ
れ
た
大
会
で
は
準
優
勝
す
る
ほ
ど

の
腕
前
。
ま
た
、
叔
父
は
シ
ェ
イ
パ
ー
（
サ
ー
フ
ボ
ー

ド
を
削
る
職
人
）
と
、
サ
ー
フ
ァ
ー
と
し
て
恵
ま
れ
た

環
境
で
育
ち
ま
し
た
。
初
め
て
波
に
触
れ
た
の
は
小
学

生
、
父
親
に
連
れ
ら
れ
て
海
に
出
か
け
た
の
が
最
初
で

し
た
。
小
学
４
年
生
に
な
る
と
、
パ
ド
リ
ン
グ
し
て
自

ら
沖
へ
出
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
週
末
に
な
る
と
江
口

浜
に
出
か
け
て
練
習
。
朝
か
ら
夕
方
ま
で
一
日
中
、
波

に
乗
り
続
け
て
い
ま
し
た
。

毎

　
高
校
２
年
の
と
き
、
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
の
鹿
児
島
県

代
表
と
し
て
全
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
選
手
権
大
会
に
出

場
、
順
調
に
勝
ち
進
ん
で
い
き
ま
し
た
が
準
決
勝
で
敗

退
、
８
位
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。「
と
て
も

悔
し
か
っ
た
。
も
っ
と
サ
ー
フ
ィ
ン
を
極
め
た
い
と
思

い
ま
し
た
」。
子
ど
も
の
と
き
か
ら
漠
然
と
抱
い
て
い

た
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
と
い
う
夢
。
こ
の
と
き
か
ら
自
分

の
進
む
べ
き
道
と
し
て
は
っ
き
り
と
見
据
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
、
本
格
的
に
サ
ー
フ
ィ
ン
を
で
き

る
環
境
に
身
を
お
き
た
い
と
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
に
移

り
住
み
、
サ
ー
フ
ィ
ン
関
連
会
社
で
働
き
な
が
ら
プ
ロ

を
目
指
し
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
フ
ィ
ン
は
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
で
決
め
た
技
の
得
点

を
競
う
競
技
。
ス
ピ
ー
ド
や
パ
ワ
ー
、
波
に
あ
っ
た
動

き
を
し
て
い
る
か
な
ど
の
フ
ロ
ー
（
流
れ
）
も
評
価
の

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。「
サ
ー
フ
ィ
ン
は
自
然
が
相

手
。
同
じ
波
は
二
度
と
こ
な
い
。
何
回
も
波
に
乗
ら
な

い
と
、
こ
の
波
に
ど
う
乗
る
か
と
、
波
を
見
極
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
」。
ど
ん
な
波
に
も
柔
軟
に
対
応
で

き
る
よ
う
数
を
こ
な
し
、
難
易
度
の
高
い
技
を
決
め

る
。
波
の
立
つ
日
は
海
に
出
て
、
波
の
な
い
日
は
ジ
ム

で
体
を
鍛
え
る
毎
日
で
す
。

　「
プ
ロ
に
な
っ
た
ら
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
も
サ
ー

フ
ィ
ン
を
教
え
た
い
。
自
分
は
親
の
影
響
も
あ
っ
て

サ
ー
フ
ィ
ン
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
子
ど
も
た
ち

に
も
そ
の
魅
力
を
伝
え
た
い
」。
２
０
２
０
年
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
初
め
て
サ
ー
フ
ィ
ン
が
正
式
競
技

と
な
り
ま
す
。
プ
ロ
と
な
っ
た
前
鶴
さ
ん
が
教
え
る
子

ど
も
た
ち
が
、
江
口
浜
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す

日
が
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「

▲インタビューに答える前鶴大享さん

【  かっこいい生き方を学ぶ  】

平成８年、伊集院町麦生田生まれ。幼い頃に
サーフィンを始め、高校２年生のときに、全日本
サーフィン選手権大会にジュニアクラスで鹿児島
県代表として出場する。高校を卒業後、プロの
サーファーを目指す。2018年のＮＳＡのランキン
グＭＥＮクラス10位。ＪＰＳＡの2018ショートボード
男子アマチュアランキング６位。

前鶴 大享さん

◎アマチュアサーファー
まえづる ひろゆき

自 然 が 相 手  同 じ 波 は 二 度 と 来 な い

尽 きること の な い サ ーフィン の 魅 力

自 然 が 相 手  同 じ 波 は 二 度 と 来 な い

尽 きること の な い サ ーフィン の 魅 力

キリトリ線✂

P O S T  C A R D

お手数ですが
62 円切手を
お貼りください

8 9 9 2 5 9 2

日置市役所
総務課秘書広報係

◎ご氏名

◎ご住所

◎ペンネーム

※記入がない場合、イニシャルで掲載します。

フリガナ

年齢／　　　　　歳　　　　　性別／　　男　・　女

電話（　　　　　）　　　　　－

行
（No.169／ 2019.5 月号）

⇧点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

このコーナーは読者の皆さんから
の生の声をご紹介するページです。
本紙への感想、皆さんの日置市で
の出来事など、たくさんの声をお
聞かせください。

読者の声
～日置市お便り板～

掲示板

◎今月のお題

～先月のお題は『新しい時代に』でした～ ～日置市のこと、身近な話題等なんでもお聞かせください～

今月のお題1 フリートーク2

新しい元号が始まりました。今年は特
に長い連休となりましたが、どんな休
日でしたか。みなさんの連休エピソー
ドをお待ちしています。お便りを掲載
させていただいた方に新茶「ひおき茶」
をプレゼント。応募締切りは５月29日
(水)当日消印有効です。

「ゴールデンウィーク」

※本庁、各支所に読者の声応募BOXも設置してあります。応募BOXの場合は切手もいりませんのでぜひご活用ください!!

広報ひおき4月号の斬新な表紙を見て、過ぎ去りし小・中
学校時代の生活状況などが懐かしく思い出されまし

た。当時、父のふるさと（薩摩川内市）と母のふるさと（金峰
町）を鹿児島本線と南薩線を乗り継いで行き来していまし
た。今では趣味のサイクリングで旧南薩線に沿った道路を自
転車で駆け巡り、南さつま市周辺の旧駅舎、路線跡などを懐
かしく思い出しながら自転車の旅を楽しんでいます。

（Ｋ.Ｈ　東市来町　70代男性)

新 しい時代が始まる５月１日元号(令和)施行の日。私は
幼いながらに昭和の戦争を体験しただけに平和な時

代が何時までも続いて欲しいと願ってます。自分も高齢であ
りながらも、１００歳の次代を迎えるに当たり、健康で寝たき
りにならないためにも、人々の中に行き、会話し、自立し、せめ
て95歳を目標に現在の生活が続くように努力日々し、暮らし
ていきたいですね!! 昭和、平成、令和と長寿願って。

（ＭＵ　伊集院町　70代女性)

　お便りありがとうございます。
　戦争の体験をされた方々の意見はとても貴重です。幼い
頃に祖母から戦争の話を聞き、今の時代に生まれてよかっ
たと思ったものでした。平和と感じることができる時代を、
これからも元気に楽しく生きていきたいものですね。

　お便りありがとうございます。
　自転車の旅はステキですね。南薩線跡を活用したサイク
リングロード周辺には日置市の歴史や魅力が詰まった名所
がたくさんありますよね。私は特に吹上町永吉のかめまる
館横の石橋と南薩線の橋梁があるスポットから、海に沈む
夕日を見るのが好きです。これからも元気に自転車の旅を
続けてくださいね。

令和元年の11月にかわいいであろう初孫に会える予定
です。ついつい笑顔になります。55歳になり人生あと

40年はありそうです（笑）。健康寿命を伸ばし、なるべく子ど
も世代に負担をかけないようと願ってます。趣味のジョギン
グも続けてフルマラソン自己ベスト目標にします。
祖父母力も、若い二人に少しおすそ分け。できる範囲で助け
たいです。令和も平和でありますように祈っています。

（チコちゃんのママ　東市来町　50代女性)

　お便りありがとうございます。
　お孫さんの誕生、楽しみですね。おめでとうございます。
きっとお子さんも初めての出産で不安だと思いますので支
えていただければと思います。私も人の親となって、いろ
いろな人に支えられていたことに気付きました。お孫さん
が生きる令和を平和で明るい時代にしていきたいですね。

時 代は平成から令和へと変わります。平成は多くの災害
に見舞われた年でもありました。私も平成５年次男が

生まれた年に８．６災害に遭いました。これからの令和という
時代は私たち、日本人だけでなく世界の人々が心の底から笑
顔になれる時代になって欲しいですし、そのためのオリン
ピックではないかと思います。日置市は多くの伝統と歴史の
町です。これまでの良き物を次の時代へとそして新たな歴史
を作ってもらいたいです。

（おとっちばぁーばぁ　伊集院町　50代女性)

　お便りありがとうございます。
　平成は本当に災害について考えさせられることの多い時
代でした。目をふさぎたくなるような状況もある中で、そ
れでもそこに住む住民同士の助け合いや、ボランティアの
方々の懸命な作業の状況などが報道され、そこに人の温か
さを感じ、心を打たれました。令和はそんな人の温かさが
溢れるよい時代にしたいですね。
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域

  大
迫
　
志
侑
　
顕
次
　
麓
下

住
吉
　
瑛
瑠
　
陽
平
　
田
之
湯

北
山
　
世
羅
　
慎
也
　
下
養
母

日
吉
地
域

田
中
　
咲
愛
　
健
太
　
八
幡

吹
上
地
域

塚
田
杏
唯
菜
　
和
宏
　
入
来

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）
（
自
治
会
）

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

3
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

※

享
年
は
満
年
齢
で
す
。

編

集

た

い

◆
５
月
１
日
か
ら
元
号
が
「
令
和
」
と
な

り
、
い
よ
い
よ
新
し
い
時
代
が
始
ま
っ
た
と

い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
令
和
第
１
号
の

「
広
報
ひ
お
き
」
か
ら
、
今
年
度
の
異
動
に

よ
り
担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
実
は
、
私
の
同
期
に
広
報
経
験
者

が
２
人
お
り
、
今
回
の
異
動
は
同
期
の
者
か

ら
引
継
ぎ
を
受
け
ま
し
た
。
文
章
や
写
真
、

レ
イ
ア
ウ
ト
に
よ
り
、
い
か
に
市
民
の
皆
さ

ま
へ
市
政
に
関
す
る
情
報
を
分
か
り
や
す
く

お
伝
え
出
来
る
か…

と
不
安
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
に
、
そ
の
二
人
を
含
め
た
広
報
経
験

者
の
先
輩
方
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
貰
い
、
心
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
を
し
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
自
分
の
イ
ロ
を
出
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。◆
年
号
が

変
わ
っ
た
そ
の
時
、
私
は
美
山
地
区
公
民
館

で
「
令
和
を
祝
う
会
」
の
取
材
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
で

し
た
が
、
開
始
時
間
の
午
後
７
時
前
に
は
１

５
０
人
を
超
え
る
地
区
の
住
民
が
集
り
、
美

山
の
歴
史
や
平
成
に
美
山
で
行
わ
れ
た
行

事
を
振
り
返
り
な
が
ら
そ
の
時
を
待
ち
ま

し
た
。
元
号
が
変
わ
っ
た
そ
の
瞬
間
、
そ
の

場
に
残
っ
て
い
た
全
員
が
笑
顔
で
手
を
つ
な

い
で
新
し
い
時
代
を
祝
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
場
に
は
私
が
地
域
に
願
う
「
和
」
の
縮
図

が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
お
届
け
す
る
「
広
報

ひ
お
き
」
が
、
少
し
で
も
皆
さ
ま
の
「
和
」

を
広
げ
る
一
助
と
な
り
ま
す
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
吉
地
域

内
匠
屋
　
幸
　
94
　
日
新

生
田
ミ
チ
子
　
93
　
中
区

正
留
　
利
雄
　
92
　
八
幡

上
之
園
　
保
　
82
　
南
区

満
冨
　
喜
美
　
95
　
北
区

吹
上
地
域

坂
口
　
敏
生
　
93
　
西
本
町

川
原
　
照
子
　
94
　
下
与
倉

秋
葉
ハ
ツ
ミ
　
107
　
下
田
尻

德
田
　
盛
義
　
94
　
南
湯
之
元

川
原
　
　
修
　
96
　
下
与
倉

三
窪
ミ
ヨ
子
　
93
　
赤
仁
田

永
山
　
吟
子
　
91
　
緑
ヶ
丘

堀
　
　
　
夫
　
87
　
下
和
田

伊
地
知
美
津
枝
　
91
　
南
宮
内

お
め
で
た

3
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

む

（
故
人
）
　
　
　
　
　（享
年
）（
自
治
会
）

（
故
人
）
　
　
　
　
　（享
年
）（
自
治
会
）

（
故
人
）
　
　
　
　  （
享
年
）（
自
治
会
）

（
故
人
）
　
　
　
　  （
享
年
）（
自
治
会
）

け
い
し
ん

ち

か
く
れ
な

あ
お
い

あ
お
い

は
る
と

か

ほ

み

か

さ
ら
ん

い
く
と

ひ

な

え

る

せ

ら

さ

ら

し

ゅ

う

あ

い

な

窓の

市
民
の
窓
は
希
望
し
た
方
の
み

掲
載
し
て
い
ま
す
。

※訂正とお詫び
広報ひおき４月号の中に誤りがありました。
次のとおり訂正してお詫びします。
「後期高齢者医療の保険料について
お知らせ」内の平成31年度の保険料
の計算方法について

Ｐ12

誤　均等金額＋所得割額＋年間保険料

正　均等割額＋所得割額＝年間保険料

① 話題の内容に○をお願いします。　　　　１.今月のお題　　　　　２.フリートーク

③ アンケート：好きな記事を２つ○でお選びください。

プレゼント応募締切：令和元年５月29日(水)※当日消印有効
キリトリ線

② ①で選択した内容をお書きください。フリートークでは、広報紙を読んだ感想、今後取り上げて
ほしい記事から皆さんの周りであった身近な出来事や話題まで、何でも好きなことをお書きください。

R
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d
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s
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c
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皆さんの声
待っています。
読者の皆さんの生の声をお
届けする掲示板です。

「今月のお題」から「フリー
トーク」まで、皆さんの生
の声を何でもお待ちしてい
ます。
※個人情報の取り扱い
 ・ご記入いただいた個人情報は、お便

りのご紹介、プレゼントの発送以外
の目的では使用しません。

※文書の添削
 ・掲載する文書は、添削させていただ

く場合がありますので、あらかじめ
ご了承ください。

✂

「令和を祝う会」 ◎市の人口（住民基本台帳）

◎地域別人口

総人口／
男　性／
女　性／
世帯数／

48,151人（－432）
22,721人（－244）
25,430人（－188）
22,455世帯（－86）

11,245人
24,772人

4,674人
7,460人

今月の
表紙

鹿児島県日置市

市　章

市の面積　253.01㎢

東市来地域
伊集院地域
日 吉 地 域
吹 上 地 域

Readers' voice

◎広報紙に広告を載せませんか？
市民の方への企業紹介と市の財源確保や企業の発展に貢献
するために広報紙有料広告を行っています（最終頁参照）。
希望の企業は、下記の広告代理店までご連絡ください。

過去の広報紙を右のＱＲコードからご覧に
なることができます。携帯でチェック!!

◎広報紙に関するお問い合わせ先 過去の広報紙のＱＲコード設置!!
日置市役所 総務課 秘書広報係 日置市伊集院町郡一丁目100番地
☎099（248）9401　FAX：099（273）3063

■平成31年度 日置市有料広告代理店
渕上印刷株式会社 ☎099（268）1002

４月１日現在（前月比）

◎広報紙を定期購読しませんか？
市外在住の方を対象に、定期購読をお勧
めしています。（年間購読料2,000円）

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。総務課秘書広報係までご連絡ください(TEL 248-9401)。

6 今月の
プレゼント!

平成最後の日に東市来の美山地区
公民館において、美山未来つなぎ
隊と美山校区むつみ会により「令
和」を祝う会が開催され、地域住民
150名以上が集まりました。賑やか
に新しい元号に変わる瞬間をまち、
元号が変わるとそこにいた参加者全
員が互いに手をつなぎ新しい時代の
到来を祝いました。

（４月30日　東市来町美山）

日置市では300ヘクタール近い茶畑から年間800トン前後の荒茶が生
産されています。若手の茶生産者で組織する日置市茶業研究会では、
新茶を持ち寄り配合して仕上げた「ひおき茶」を製造・販売しています。
新茶のうま味が詰まったひおき茶をぜひご賞味ください。
※ひおき茶はＡコープまつもと店で常時販売しています。

新茶 「ひおき茶」 をプレゼント！

商品お問い合わせ先：日置市茶業研究会（事務局：ＪＡさつま日置加工直販課内)　☎ 273-4787

１．特集　２．まちの話題　３．行政インフォメーション　４．うたごよみ
５．健幸情報ひおき　６．Life　７．図書館へようこそ！　８．市民の窓　９．編集たいむ

ハ

23 22広報ひおき2019.5Hioki City Public Relations 2019.5



発
行

日
置

市
役

所
 総

務
企

画
部

総
務

課
[印

刷
・デ

ザ
イ

ン
] 渕

上
印

刷
株

式
会

社
〒

891 -0122 鹿
児

島
市

南
栄

3 -1 -6  TEL.099 -268 -1002
日

置
市

伊
集

院
町

郡
一

丁
目

100番
地

TEL.099 -248 -9401  FAX.099 -273 -3063   2019.05.17
発

行
https://w

w
w.city.hioki.kagoshim

a.jp/
169

V
ol.169

2019.5
Vol.

特集特集
feature articlesfeature articles

自治会 活動の主役は「あなた」です


